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研究内容及び成果の概要 

 本研究は、昭和10年代に流行した「絶対音感教育」の国民学校芸能科音楽（公教育）への導入過程について

解明を目指すものである。 

 

 まず、国民学校芸能科音楽（以下、芸能科音楽）に採り入れられたとされる「絶対音感教育」は、笈田光吉

が確立させた「絶対音感教育」と同一なのか否か、あるいは変容だったのかという問いを明らかにするため、

昭和12年から武蔵野高等女学校で実施された一宮道子の「絶対音感教育」と、芸能科音楽における聴音練習の

教育課程とを比較した。その結果、両教育法では、「絶対音感教育」で注目されていた絶対音感の養成ではな

く、絶対音感養成のための和音感訓練および和音合唱、和音合唱を歌唱（合唱）指導と連携させる点において

共通していることが明らかになった。絶対音感の養成は、「絶対音感教育」の主要な項目とされながら、集団

で行う公教育での音楽教育には適しておらず、一宮の実践で省略された項目である。芸能科音楽の聴音練習に

おいても、この点が共通していた。このことから、一宮の実践では、絶対音感養成ではなく、合唱訓練を重視

し、それと歌唱指導と直結させたことで、従来の唱歌教育と対立することなく国民学校での実践にも適用する

可能性を開いたとみることもできる。ただし、和音感訓練のうち、「和音分離唱法」と「和音分割唱法」につ

いては「単音抽出唱」「分散和音唱」と、名称とその内容が変容していることがわかった。この変容について

は、堺市の視学、佐藤吉五郎の実践が関わっているとみられるが、その詳細について、また、芸能科音楽の教

育課程成立に関して、どのような人物が関わり、どのような経緯で聴音練習が取り入れられたのかなどについ

ては引き続き課題としたい。 

 

 また、今回の研究課題に関連して、日本ハリストス正教会の合唱指導に注目した。正教会の音楽については

、明治期、いち早く四部合唱がなされ、高度な演奏技術をもち、日本の洋楽受容に影響を与えたとされている

ものの、大正期以降について研究の蓄積があまりない。そこで、昭和初期に正教会の音楽を、一般に広く公開

しようと奮闘した加藤直四郎（1908-2009）の活動に注目した。その結果、正教会の合唱指導は、音高に対し

て厳格さを求めるものであったことが明らかになった。「絶対音感教育」との直接的な関係については、今後

さらに調査を進める 

 

 以上より、本研究課題の成果は以下の通りである。 

 国民学校芸能科音楽における聴音練習の教授内容について、合唱指導のための聴音練習という文脈でみ

ることによって、「絶対音感教育」が公教育に及ぼした影響と成果について、昭和10 年から昭和 40年頃

までの音楽教育史を大筋で見通せる様になった。 

 合唱指導との関連が明らかになったことで、昭和 10年から突然はじまったとされる「絶対音感教育」と

日本ハリストス正教会の合唱指導との関連について考察する基本情報が得られた。 
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教育現場で活用可能な分野・教材等 

合唱は音楽の授業や学校行事と密接な関係にある。そのため、合唱指導の歴史的文脈を研究することで、学校

における音楽する場面（授業や学校行事、課外活動等）に活用できる。 
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